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解散に至るまで ～２年間の出来事～
　葦81号で会員の皆様に教育学科の会の存続の危機を訴えて、「存続に向けて、現状やれることは全部やる」との改革へ
の決意と、デジタル化促進のためのメールアドレス登録などのご協力をお願いしてから1年3ヶ月。2024年3月31日を
もって、教育学科の会は72年の歴史に幕を下ろしました。昨年秋の臨時総会で
は、卒業生理事一同で当会の解散を提案させていただき、賛成多数でご承認い
ただきました。会員の皆様には、この苦渋の決断にご理解いただいたことに感
謝いたしますと共に、皆様の心のふるさとである本会をそのままの形で次代に
つなげることが叶わなかったことを、あらためて深くお詫びいたします。
　以下に、臨時総会での審議の抜粋に補足説明を加えたものをQ＆A方式で
まとめました。詳細については、日本女子大学教育学科の会ＨＰ内の「解散に
至るまで」をご覧ください。審議中のやり取りの大部分を、議事録として公開
しております。

※こちらのQRコードからアクセスできます

▲成瀬講堂

４つの解散理由　①理事会運営、
②後継問題、③名簿問題、④会費
問題とは？ 

①【理事会運営】2023年度の学生
委員が決まらず、卒業生、学科教

員、学生の代表からなる本理事会の構
成メンバーから、学生が抜ける事態に。
　②【後継問題】回生委員会の活動が衰
退して行くと共に、理事の定員割れと後
継者不在が続き、実務担当の理事の多
くは自分の業務の全てをひとりで担い、
10年20年の長期在任に耐えてきた。
　③【名簿問題】2022年度から、個人
情報の厳格化やコンプライアンスの
徹底に配慮したやむを得ない措置とし
て、学科は新入生の学生会員入会と、
新卒生の本会員移行の任意性を明確
にした。その結果、本会は2年前から新
卒生名簿を学科から入手できなくな

り、同窓会組織としての将来が事実上
閉ざされた。
　④【会費問題】既存卒業生の会費納入
者の高齢化が進む一方、卒業翌年～卒
後40年までの各回生の納入者は0〜数
人。学生会費についても、一昨年の新卒
生の入会は（懸命なキャンペーン活動に
もかかわらず）8名。昨年の新入生につ
いては、前年度に学科や法律専門家との
ワーキンググループで何度も協議を重
ね、会費を半額とした。けれども学科会議
で学生の会費徴収に対する統一した方
針が決まらないまま、昨年度の前期授業
日程が終了し、徴収の時機を逸した。
　以上のような状況を踏まえて、2023年
9月、卒業生理事一同は本会を現体制の
まま存続させるのはもはや限界であると
判断し、状況の更なる悪化を避けるため
に昨年度の既卒会員の会費の徴収も取り
やめて、解散の提案を行う決断に至った。

学科会議でなかなか方針が決ま
らなかったとのことだが、その理
由は？ 

2022年5月から、本理事会及び
卒業生理事達は、理事会メンバー

のひとりの先生と一部の学生委員か
ら、学生の入会及び会費納入の方法
や使途に対して、メールによる厳しい
批判を受けた。コロナ禍や学科の目白
移転で学生行事が行えなかったのに、
会費を前納している学生に対して迅速
で適切な対応がなかなか取れなかっ
たことが直接の原因と思われる。学生
の主張にはもっともな部分も多かった
が、入会時の手続きや会費の徴収方法
などは、学科が長年の事務手続き上の
慣行として実施していて卒業生理事側
は関知していないことも多かった。ま
た会則から変えなければどうにもなら

Q Q

A A

理事会への疑問 Q&A
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ない制度上の問題もあった。けれども
理事会での事実確認や学生と直接話
し合うなどの機会は得られないまま、
教育学科の会批判は学科内に広がっ
て行った。一昨年度後期には、当時の
学科長や新たに選任された会長及び
理事の先生によって様々な事態の収
拾策が取られた。昨年度の初めには本
会を支えて行くとの決議が学科会議
で出て、研究室理事の先生方によるサ
ポート体制もとられた。だが、その後も
学生や学科の中で本会をめぐっての
分断が続いていた。そんな中での昨年
度の学科会議だったが、①学生からの
会費徴収自体への疑問や危惧。②学
科の会に反感を持つ前述の先生の発
言で会議が膠着。③大学の体制の変
換期で、学科の存続をかけた重要審議
事項が山積していた。などの事情で、
意見統一が難しかった。

（卒業生理事側の動きについては、P.6
に記載）

①せめて卒業生だけの縦の会とし
て存続させることは考えなかった

のか。②費用のかかる名簿を独自に持
たなくても、桜楓会から宛名ラベルを
買えば葦の発行はできるはず。③人手
が足りなければ、ボランティアを募ると
か、④同窓会専門の外部業者に委託す
るとか、継続させるための何らかの手
段はあったのでは？

①縦の会のみの継続は当然考え
た。会計の見直しやデジタル化

推進は、その点も視野に入れての対策
だった。だが一般会員の関心を喚起す
るには至らなかった。
　②葦を発行するには会費収入が必
要なので、それを管理する独自の名簿
は必要だ。現在のクラウド型名簿管理
システム＝CRMは単に名前や住所の
保管だけでなく、会費の支払い状況や
ホームページの会員情報の登録・変更
ページとも連動している。また、葦の発
送も本会のクラウドから発送会社のク
ラウドに、情報を外に出さずに送るこ

とができる。それを昔のように紙や個
人のパソコンで管理するのは、大変な
手間であるだけでなく、今の時代のセ
キュリティの考え方からすると非常に
問題だ。会費のコンビニ収納もメール
での情報配信も、独自のCRMがないと
できなくなる。
　③ボランティアのなり手も、前回の
葦で本会の危機を訴えて募集をした
が、応募は５～６名で実際に応じてくれ
たのはごく僅かだった。理事に至って
は、更になり手はいないだろう。会員
のライフスタイルも考え方も変化して
いる。
　④同窓会専門の外部業者委託につい
ては、何社かの担当者に詳しい説明を
受けたが、導入可能な料金の業者は紙
の会報誌をカットして全てデジタル化し
ているから安い。長年会費を納入して
本会を支えてくださっていた60代前後
から80代の会員の多くには、依然とし
て葦の送付以外の情報発信手段がな
い。またメールアドレス登録者でも高比
率で紙の葦を希望することから、本会の
実態と合わない。
　以上のような理由から、卒業生だけ
の縦の会としての存続も、それを継続し
て担う人材も資金も方法もない状態で
は先が見えているとの結論に達した。

日本女子大学教育学科の会　令和5年度副会長　櫻井 慶子（29回生）

今後、私たちの名簿や、学科との
つながりはどうなるのか？

現在のCRM提供会社のゾーホ
ジャパンは、2023年の途中から

方針が変わり、仲介会社を通さずに親
会社との直接契約が容易な仕組みに
なった。本会的にも、デジタル担当理
事の加入で仲介会社にサポートを受
ける必要がなくなったので、今年度は
親会社との直接契約に切り替えた。こ
れで使用料は十分の一近くまで削減
された。そこを踏まえて、様々な部分
で立ち行かなくなった今の体制は解
散という形で一度リセットし、分断を
生んだ4年分前納の学生会費を学生
に返却する。そしてその残余資金で学
科がCRMやホームページを引き継い
で、直接卒業生にボランティアを募り
セミナーなどを一緒に行う。そうすれ
ば、卒業生、学科、学生で学び合うとい
う本会の伝統だけは、当面の間は残
るのではと考え、学科に提案した。あ
りがたいことに、学科もその方向でバ
トンを受け継いでくださることになっ
た。そこを新たなスタートにして、今の
時代に即した、三者の新しい交流の仕
組みが生まれることを心から祈念して
いる。
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収入の部
項　　目 金　額 摘　要

繰越金 3,552,507
会費 36,000 新卒業生（令和 4 年度）会費 3,000 円× 8 人＝ 24,000 円　卒業生会費 3,000 円× 4 人＝ 12,000 円
寄付 112,000 匿名寄付 + 早期振込み納入者のうち会費返却辞退者 4 名分
受取利息 87 ゆうちょ 2 円　　みずほ 13 円　　ゆうちょ定期 72 円
収入の部合計 3,700,594 

　
支出の部

項　　目 金　額 摘　要
会報葦関連費 908,371 日本通信紙㈱
　印刷発送費 646,778 葦 + 封筒　印刷・発送作業費
　送料 261,593 郵便料金　3,385 件× 84 円× 92％＝ 261,593 円
人間研究関連費 76,560 相模プリント㈱
　印刷費 76,560 当会会員用分担金　120 部　単価 580 円× 120 部＝ 69,600 円（税込 76,560 円）

　送料 0 本来は希望する会費納入会員に無料送付　今年度は会費未徴収に伴い、学科により「散会の集い」
参加者に記念品として配布　その他希望者には送料本人負担で学科に申込みに変更

各種データ関連費 41,184 ゾーホージャパン㈱との直接契約により、前年度より利用料が大幅削減
　名簿データ管理費 41,184 令和 6 年 1 月までの年間利用料 36,432 円 + メルマガオプション料 4,752 円
ホームページ運営費 71,500 ピクセリウム㈱
　管理費 66,000 HP 管理会社年間保守管理費（令和 6 年１月まで　月額 5,500 × 12 ヶ月＝ 66,000 円）
　修正費 5,500 解散関連ページ増設費
行事運営費　 795,692  
　大会（学縁のつどい） 21,380 登壇者謝礼 10,000 円×２人　他

　臨時総会運営費　 746,779 臨時総会お知らせ印刷郵送費 707,361 円 日本通信紙㈱　
委任状返送者宛解散報告ハガキ印刷郵送代 36,468 円  ㈱アーツ　会場参加者飲み物代 2,950 円  

　WEB セミナー 27,533 懇話会に変わり、zoom による WEB セミナーを 4 回実施。　
講師謝礼は講師 4 名謝礼辞退のため 2 名分 21,000 円　学内配布チラシ代 ラクスル㈱  4,090 円 /2,443 円

理事会運営費 82,176 
　会議費 22,110 zoom 年間利用料
　活動費 60,066 行事参加交通費　資料印刷費　郵送費　他
委員会費 19,221 
　研究室委員会 13,408 文具費　研究室理事活動費　他
　回生委員会 5,813 回生委員への名簿返却方法通知 ラクスル㈱

奨励賞 60,000 令和４年度奨励賞受賞者 2 名への奨励金
6 月の総会で授与のため、当年度経費として計上 

卒業生記念品 12,100 令和 5 年度卒業生へ桜楓会ボールペン　100 円× 110 人＝ 11,000 円（税込み 12,100 円）
会費返金　 1,116,000 
　卒業生会費返金 12,000 早期振込み納入者のうち 4 名に会費返却

　学生会費返却費 1,104,000 
入学時に 4 年分前納の学生会費を返却（学科が手渡しにて返却）
1 年生：徴収なし　2 年生（3 年分）：6,000 円× 94 人＝ 564,000 円　
3 年生（2 年分）：4,000 円× 90 人＝ 360,000 円  4 年生（1 年分）：2,000 円× 90 人＝ 180,000 円　

振込手数料 7,770 振込み手数料年間合計額　ゆうちょ 5,580 円　みずほ 2,190 円
支出の部合計 3,190,574 

収支差額　
令和 5 年度収支差額 510,020 事務処理・システム継続費として全額を教育学科に移譲

令和 6年 3月 31日　　　　　　　　上記のとおり報告いたします。	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育学科の会　会長　　　田部 俊充
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　　櫻井 慶子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計　　　天野 正子

　　　　　　　　　　　　　　　　　上記について慎重に監査した結果いずれも適正かつ妥当なものと認めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　　杉山 京子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　　吉賀 眞理子

令和５年 10月 7日に開催された臨時総会で、当会は令和５年度をもって解散することが可決されました。	 	
それに伴い、清算結了における会計決算を下記のように報告いたします。	 	
	 	
今年度における特殊事項	 	
　・令和 5年 5月１日から令和 6年 3月 31日までの収入総額は、今年度会費徴収を取りやめたため、寄付金 112,000 円のみである。		
　・令和 4年度卒業生会費納入者８名の会費 24,000 円の返金等の手続きは教育学科に引き継ぐ。	 	
　・未払金は、決算時点で「葦」発行発送費用のみであり、清算後は金 0円である。	 	
　　「葦」発送時に生じる可能性がある郵送費値上げ等の差額は、委託業者日本通信紙㈱が負担する。		
　・残余資金額は、金 510,020 円である。解散後は卒業生名簿管理システムやHP運営等の継続費用として、全額を教育学科に移譲する。	 	

日本女子大学教育学科の会　令和5年度会計決算書（令和5年5月1日～令和6年3月31日）及び清算事務報告書
令和5（2023）年度会計決算
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2023年10月7日に教育学科の会臨時総会を開催させていた
だきました。ここで、教育学科の会を現体制のまま存続させるこ
とは困難で、2024年3月31日をもって解散させていただく、とい
う提案を承認していただきました。

私も教育学科の理事、卒業生の理事の皆様も、伝統ある教育
学科の会を解散に向かわせて良いのか、罪悪感に悩まされながら
も検討を重ねました。これからの教育学科と卒業生の方々との望
ましいつながりを考えて、教育学科とも問題を共有し、様々な解
決策を検討し、2023年度はWEBセミナーを開催するなど必死に
解決の糸口を探してきましたが、難しいという判断し、状況が悪化
する前に解散という決定が最善である、という結論となりました。

会員の皆様には、このような事態に至ったことに心よりお詫び
申し上げます。

詳細は機会があったら別の機会に述べさせていただきたいで
すが、財政的にも立ち行かなくなることが目に見えており、最悪
のシナリオを迎える前に理事が一致して下した決定へのご理解
を賜れば幸いです。今も、これで良かったのかという煩悶の日々
です。理事の皆様も同じだと思います。

今までとこれからのつながりとして、今までに多くの卒業論文、
修士論文の指導を行い、6名の方の教育学専攻の博士論文の主
査をさせていただきました。学生や大学院生のみなさんの研究
から非常に刺激を受けるとともに、私自身もまだまだ新しい研究
への好奇心、研究の質を高める意欲を持ち続けたいです。また卒
業生の方とは社会科の授業やカリキュラの検討でつながってい
るネットワークがあります。微力ではありますが、これからも卒業
生・修了生の皆様と力を合わせて働かせていただきます。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

教育学科の会会長・教育学科教授　田部 俊充

今までとこれからの卒業生とのつながり

本学赴任の際に、回生委員会で自分自身の研究についてお話
させていただいた時の光景が、今でも記憶に残っています。同窓
という関係を超えた学びを求める者たちの集いの場を、卒業生
たちがとても大切にしてつないできていると深く印象づけられ
た出来事でした。教育学科の会は2023年度で散会となりました
が、受け継がれてきた伝統をこれからも紡いでいく任務が、学科
教員には課せられたと感じています。『人間研究』の発行、ホーム
カミングデイでのイベント、ホームページ等を通して、情報発信
をしていきたいと思いますので、今後とも末永く教育学科に関心
を寄せていただきたくお願いいたします。

散会によせて

教育学科長・教育学科教授　清水 睦美

大学が在学生に学びの機会を提供するのはもちろんですが、
卒業生にとっても学びの機会となるようなものを設定していける
といいように思います。そしてそれが、在学生と卒業生をもつな
ぐようなものだったらなおいいでしょう。

卒業生の経験を在学生に話していただく機会を設けるのはそ
の一つでしょうが、聴衆は在学生だけでなくてもいいかもしれま
せん。たとえば、子育て経験やキャリアチェンジの経験、外国での
滞在経験や病気の経験など、さまざまな経験を語っていただき、
それを在学生だけでなく卒業生も聞くことができれば、教育学科
に集ったさまざまな年代の仲間たちがお互いに学び会う機会と
なるかもしれません。

もちろんそれ以外のやり方でもいいですが、今後も教育学科
がハブとなって、みなさんがつながりあう仕組みを作っていける
よう努力したいと思います。

大学と卒業生との関係のこれから

研究室委員会・教育学科教授　藤田 武志

昨年の秋、ふとおもいたって、学生時代をすごしたキャンパス
や下宿の周辺を歩いてみた。いくつかのお店や建物はなくなっ
ていたけれど、住んでいたアパートや、長い時間をすごした研究
棟はそのままのこっていた。あまりいい思い出もないので、卒
業後は用でもないかぎり訪れることはなかったのだが、時間が
たって多少やわらいだようで、いろいろなことをかんがえながら
歩いた。

これまで、学部・大学院とながらく大学にいたけれども、同窓会
や縦の会の類にはかかわったことがなく、教育学科の会の理事と
いうかたちではじめてかかわることになった。着任早々ということ
もあり、いろいろと不手際もおおく、理事や会員のみなさまには
多大な迷惑をかけた。申し訳ない次第である。

この1年間、つどいやセミナーの開催、総会の開催などにかか
わり、その都度、卒業後のつながりや学科と卒業生とのつながり
の大切さをかんじてきた。昨年の秋にふとおもいたった背景に
は、――そのときはあまり意識していなかったけれど――教育学
科の会での経験があったのだとおもう。

散会のつどいの申し込みを整理していたとき、「帰る場所がな
くなるようで残念だ」と書かれたはがきを目にし、とても心苦し
かった。大学は、ふとおもいたったときに訪れることができ、いつ
でも帰ることのできる場所であるはずだし、そうあるべきだろう。
教育学科の教員として、この大学がそのような場所であるように
つとめていきたいとおもう。

この１年で感じたこと

研究室委員会・教育学科准教授　桑嶋 晋平

 • �第60号の送付を申し込みいただいた方には、継続して送付
いたします。

 • �新規の送付希望は、はがきもしくはホームページから申し込
みください（着払い）。

〒112-0015　東京都文京区目白台1-19-10　新泉山館3F　
　　　　　　　日本女子大学教育学科『人間研究』担当
　　　　　　　（電話での問い合わせはご遠慮ください）

今後の『人間研究』の送付について はがきの送付先

『人間研究』のご案内
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　２年前､私は当時の教育学科の会の副会長の｢在学生や若い
世代に向けた活動をしたいので参加して欲しい｣との言葉に惹か
れ､今までの仕事人生で培った様々な繋がりを少しでも後輩の皆
さんのお役に立てられればとの思いで理事会入りを致しました｡
　ところが入った途端､本理事会は先生のお一人と学生委員の一
部による､卒業生理事の業務や権限に対する誤解に基づいた､厳し
い糾弾を受ける事態となりました｡一時は驚きのあまり機能停止状
態に陥った本理事会でしたが､私がさらに驚いたのは､当該の先生
から次々に送られて来る過激な文面の糾弾メールに大きなショッ
クを受けながらも､実務を担当して来た卒業生理事達が｢でもこの
部分は本当にそうよね｡私も改革したいと思っていた｣｢これは知ら
なかったけれど､知った以上は学生さんのために変えてあげたいわ
ね｣と､公正に真摯に受け止めていたことでした｡その姿に心を打た
れて､何とか事態を収拾してこの方達の名誉を回復したいと思った
ことと､本会を愛して長年献身的に業務を行って来た古参理事の
方の｢改革の指揮を取って欲しい｣との私への嘆願と涙が､私を
現在の立場に向かわせました｡
　それからは怒涛の日々でした｡会計とデジタルの２つの分科会
を実務担当の理事達で自発的に立ち上げ､経費の徹底的な見直
しと､2019年に導入しながらも使いこなせていなかったクラウド
システムを使ったデジタル化を促進して､業務の改革と経費の削
減のための取り組みが始まりました｡私を含めて仕事を持つ理事

達が多かったために､理事会も分科会も夜にzoomで行われ､そ
の回数は数十回にも上りました｡
　その後､主たる批判が学科で慣習として行なわれていた学生
の入会時の手続きと､会費の徴収方法であったことから､会則を
学科とともに見直すことになりました｡前述の理事のご子息の弁
護士さんがボランティアで法律顧問として加わってくださり､前
学科長､年度途中で変わられた前会長ほか数人の先生と､OG理
事の代表者を含めたワーキンググループが作られ､会則改正に
向けての取り組みが始まりました｡前回の葦81号で｢次の10年
の存続を願って､教育学科の会は変わります｣とのコピーと共に､
様々な取り組みをご紹介したのはそんな頃でした｡
　その時に掲げた改革目標のほとんどは達成できましたが､会則
や会費などの改正は進まないまま､残念ながら結果として本会は
解散となりました｡様々なタイミングのずれで､学科も私どもも､そ
れぞれ精一杯の努力をしたのに､お互いにそれが実らなかったの
はとても残念なことでした｡けれどもこの2年の間､様々な試みの
過程で､多くの先生方や会員の皆様に､卒業生理事達の誠実で真
摯な仕事ぶりを知っていただけたことは､何よりの｢名誉の回復｣に
なったのではないかと､自分を慰めています｡
　この2年間､たくさんの方々に応援していただき､本当にありが
とうございました｡教育学科の会は無くなりますが､こうしてでき
た絆が今後も大切に紡がれて行くことを願ってやみません｡

報告　吉賀 眞理子（30回生）　松尾 里羽子（31回生）

副会長　櫻井 慶子（29回生）

「散会のつどい」 報告

去る2024年3月23日13時30分～16時、新泉山館において、教育学科の会「散会のつどい」が行われました。
当日は3月下旬とは思えない、なごり雪が降ろうかと思われるほど寒い日ではありましたが、学科の先生方、現OG理事他、およ

そ65名の方が参加されました。そのうち、22名の方はリモート参加となりましたが、皆さん、閉会の時を見守ってくださいました。
式では、会長の田部先生、学科長の清水先生からご挨拶がありましたが、お二人からは、これまでの学科、在校生、卒業生とのつ

ながりを受け継ぎ、学科が主体となって、キズナを育んで行きたいという心強いお言葉をいただきました。
また、牧野暢男先生からは、「教育学科の会の歩みについて」、片桐芳雄先生からは、「教育学科の歴史について」お話いただきました。
教育学科の会は組織の中に卒業生を含めているユニークな会であること、成瀬仁蔵先生の創立時の構想の中に当初から教育

学というものがあり、特に大学を生涯学習の機関とするという理念に沿ったものであるという、とても興味深いお話を聴くことが
できました。

卒業生のリレートークでは、長きにわたり副会長を務められた浦野敬子
さん、大森桃子さん、現理事の杉山京子さん、現副会長の櫻井慶子さんか
ら思い出や卒業生理事の話がありました。

このような、貴重な時間を設けていただいた、学科の先生方、会場の設
置からおもてなしまで、至れり尽くせりの時間をすごさせていただいて本
当にありがとうございました。

会は閉じるけれども、会が創ってきたもの、育んできたものは、会に関
わった全ての方の心の中に素晴らしいページとして残り、また新しい若い
世代へと受け継がれていくという明るい未来を見ることができました。

散会に寄せて

6
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Postcard Corner
会員のひろば

　　「教育学科の会」が解散となりますことは、誠に残念ではござい
ますが、提案理由の諸問題を考えますと致し方ないことと存じます。
殊に会費納入会員がこれほど少ないとはあ然といたしました。

（8回生）

　　安保騒動、ネール首相の令嬢インディラ・ガンジー夫人の来校
のあった上代学長の折の学生でした。村山先生発案の縦の会、先輩
発案の葦と名付けられた会報誌。そして今まで支えてくださった回
生の方々、長きに渡りお世話になりました。ただただ、感謝するのみ
です。人間に関心のある我々卒業生の一人として、今後も細々とし
てですが、社会に関わってまいりたいと思っております。

（11回生）

　　14回生は心身ともに健康な方が少なくなってきています。昔回
生委員会に出席するため電車を乗り継ぎ季節を感じながら静かな道
を歩いて行ったことが思い出されます。残念でありますが、時代の流
れで解散はやむを得ないことと思います。理事の方々が存続のため
に努力なさってくださっていることを拝察し、感謝申し上げます。

（14回生）

　　世の中の流れとして各方面での「跡継ぎに繋ぐ難しさ」は納得で
き、会の解散は致し方ないと思います。

（22回生）

　　「葦」を愛読していましたが、もう発行されないと思うと、つなが
りがなくなってしまうようで悲しいです。

（24回生）

　　教育学科の会解散、考えもしなかった事態で残念です。講演会や
懇話会はその度に学ぶことが多く（葦にも）、学縁の集いで在校生と
聞く若い卒業生の活躍は今を生きる皆さんの素晴らしさと教育学科
の誇りを感じました。学科の縦糸がプツンと切れ、私自身の支柱も折
れた思いです。作り上げたものは、いつかなくなる。仕方ありません。

（24回生）

　　現代は良きにつけ悪しきにつけ、女性が社会に出て行く時代と
なり、以前のように社会貢献を大学内に求める必要がなくなったほ
か、仕事、家事、育児を求められれば時間的な余裕はなくなり、気持
ちの上でも学科の会に参加するゆとりはないのが現実でしょう。

（25回生）

　　「解散提案」の今回のお知らせを頂き、大変ショックを受けてお
ります。卒業生理事の皆様には長い間ご苦労をかけたまま、苦渋の
決断に至ったという経緯を伺い、申し訳ない気持ちでいっぱいです。
一会員として自分は何も貢献できぬまま、また会費納入さえ日常の
雑事に紛れて怠ることもありました。悔やむばかりです。社会人とし
て巣立つ出発点となった教育学科の会の存続を願うばかりです。が、
紙面にあるような状況を知ると難しさが分かり、残念でなりません。

（27回生）

　　日本女子大学は「卒業させっぱなし」ではなく、学生と卒業生の
つながりが創立者の思いであったと伺ったような気がします（昔々の
在学時に）。でも桜楓会もありますし、時代もありますしね。

（31回生）

　　個人情報保護の今、旧来の形式の会の存続は困難と考えます。同
窓生ではなく、大学が主体となり縦のつながりを維持していかないと
担当者に負担がかかりすぎるでしょうし、予算も厳しいことでしょう。

（33回生）

　　「葦」を楽しみに、また「葦」から新たに学ぶことも多く、なくなる
のは残念ですが…。日本女子大卒というより、教育学科卒、という想
いが強かったので…。携わってくださった皆様に感謝です。

（37回生）

　　遠方に住んでおりますので「葦」をお送りくださるたびに懐かしく読
ませていただいておりました。今回のお知らせを大変残念に思います。こ
こまで教育学科の会を支えてくださった皆様、ありがとうございました。

（38回生）

　　お力になれず申し訳ありません。このようなコミュニティへの関
心の低さは、良い方に時代が変わってきていると考えたいものです。

（39回生）

　　いつも会報誌を楽しみに拝見していました。現役の人たちの活
動や卒業生のコラムを読むのが大好きです。先生たちも元気かなと
思っています。教育現場はますます忙しい日々を送っています。より
良い現場になるよう、まずは私たちが、そして将来教育現場に携わる
人たちによりよい環境を整えていきたいです。

（60回生）

　　運営がかなり困難で大変な思いをしている中、発行してくれてい
るのを知り感謝の気持ちでいっぱいです。解散は仕方ないですが、こ
れからも卒業生として大学とのつながりを大切にしたいと思います。

（63回生）

　　今でも教育学科を卒業できたことは自分の誇りです。現在も都
内で教員を続けております。

（63回生）

　　時流の波に呑まれるが如くで残念ですが、苦渋の選択を為され
た理事ご一同様、又、七十年の長きに亘ってこの事業に関わってくだ
さった皆様のご苦労に対し、
心からお労いと、感謝を申し
上げます。長い間ありがとう
ございました。今後、新しい形
で教育学科がさらに発展して
いくことを願っております。

（15回生有志一同）
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昨
年
ま
で
13
年
間
会
員
部
と
し
て
名
簿
管
理
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
手
書
き
で
の
上
書
き
時
代
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
へ
と
進
み
更
に

任
意
加
入
で
卒
業
生
名
簿
が
頂
け
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
懸
命
に

守
っ
て
き
た
会
員
名
簿
が
成
り
立
た
な
い
時
代
が
来
た
よ
う
で
す
。

2
0
2
2
年
の
春
か
ら
の
流
れ
に
時
代
の
変
化
だ
と
理
解
は
し
て

も
、
虚
し
さ
が
心
の
内
に
広
が
り
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
個
人
情

報
の
扱
い
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
時
間
の
か
か
る
作
業
も
後

任
探
し
の
難
し
さ
も
、
同
じ
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
理
事
の
方
々
に

支
え
ら
れ
責
任
感
で
こ
こ
ま
で
続
け
て
き
た
気
が
い
た
し
ま
す
。
懇

話
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
見
学
ツ
ア
ー
等
も
思
い
出
で
す
。
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
松
尾 

里
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回
生
　
庶
務
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文
書
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担
当
）

　
今
年
度
の
文
化
部
は
、
先
生
方
や
卒
業
生
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご

協
力
を
頂
き
、
座
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
4
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開
催
す
る
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で
き
ま
し
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。〝
今
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一
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懸
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代
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卒
業
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生
成
A
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声
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イ
ン
ク
ル
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教
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等
多
岐
に
わ
た
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ー
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年
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・
生
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ど
精
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底
辺
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共
通
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し
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あ
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業
生
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現
役
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と
そ
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て
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と
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合
う
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刺
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心
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間
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通
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卒
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会
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が
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も
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こ
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が
で
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し
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。
こ
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の
私
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と
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て
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と
な
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一
年
間

で
し
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。
皆
様
に
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り
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上
げ
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。
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　「
葦
」
の
編
集
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経

験
は
私
の
宝
物
で
す
。
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
ツ
ー
ル
で
瞬
時
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な

り
、
新
た
な
「
学
縁
」
が
形
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
創
立

当
時
に
き
っ
と
最
先
端
の
学
び
で
あ
っ
た
母
校
の
、
こ
れ
も
ま
た
進

化
の
過
程
と
な
り
ま
す
よ
う
期
待
し
て
「
葦
」
に
幕
を
下
ろ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
ま
で
「
葦
」
の
編
集
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
会

報
編
集
部
の
星
野
ひ
ろ
み
さ
ん
、
佐
野
加
奈
子
さ
ん
に
も
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
石
井 

美
奈
子
　
38
回
生
　
会
報
編
集
担
当
）

　「
教
育
学
科
の
会
は
卒
業
生
・
在
校
生
・
学
科
を
結
ぶ
架
け
橋
で

す
。」
H
P
は
こ
の
言
葉
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
通
り
、
教

育
学
科
の
会
は
い
つ
も
大
学
と
私
の
心
を
結
ぶ
架
け
橋
で
し
た
。
し

か
し
、
教
育
学
科
の
会
の
存
在
が
当
た
り
前
す
ぎ
て
、
そ
の
運
営
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
理
事
と
し
て

教
育
学
科
の
会
を
手
伝
い
、
初
め
て
O
G
理
事
の
方
々
が
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
教
育
学
科
を
卒
業
し
、
教
員
と
し
て
30
数
年
勤
め
、
こ
れ

か
ら
母
校
の
た
め
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
閉

会
。
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
…
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
天
野 

正
子
　
36
回
生
　
会
計
担
当
）

　
運
営
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
直
後
、
学
科
の
会
が
解
散
に
向

け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
何
か
を
仕
舞
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、

そ
の
大
変
な
道
の
り
を
歩
ま
れ
た
現
理
事
の
皆
様
、
そ
し
て
、
全
業

務
が
集
中
し
、
そ
れ
を
把
握
し
割
り
振
り
、
常
に
お
忙
し
く
尽
力
さ

れ
て
い
た
副
会
長
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
後
継
者
が

み
つ
か
ら
ず
長
き
に
わ
た
り
在
任
く
だ
さ
っ
た
理
事
の
方
々
に
は
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
寂
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

時
代
の
流
れ
に
よ
り
会
は
役
目
を
終
え
る
時
が
来
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
抗
わ
ず
時
代
に
沿
い
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
と
考

え
ま
す
。
会
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
、母
校
を
愛
す
る
気
持
ち
に
溢
れ
、

卒
業
生
の
誇
り
を
持
っ
た
素
敵
な
先
輩
理
事
の
方
々
と
の
出
会
い
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
皆
様
と
ふ
れ
合
う
中
で
、
き
っ
と
こ
ん
な
風
に
、

折
に
触
れ
、
ど
こ
か
で
、
縦
糸
は
存
在
し
続
け
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
中
川 

純
子
　
38
回
生
　
C
R
M・情
報
担
当
）

　
教
育
学
科
の
会
を
お
手
伝
し
て
今
年
で
14
年
、
回
生
委
員
を
2
，3

年
務
め
る
つ
も
り
が
、
こ
れ
ほ
ど
長
く
関
わ
る
と
は
そ
の
当
時
夢
に
も

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。昨
年
度
ま
で
庶
務
部
長
と
し
て
主
に「
葦
」や「
人

間
研
究
」を
お
届
け
す
る
仕
事
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
、

コ
ロ
ナ
感
染
な
ど
日
本
中
が
困
難
な
時
で
も
「
葦
」
は
発
行
さ
れ
、
母

校
の
様
子
や
教
育
学
科
の
会
の
活
動
を
会
員
の
皆
様
に
お
伝
え
し
て

き
ま
し
た
。
少
し
で
も
皆
様
の
励
ま
し
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
。
教
育
学
科
の
会
の
活
動
を
通
し
て
素
晴
ら
し
い
先
輩
、
後
輩
に

巡
り
合
え
た
こ
と
が
何
よ
り
の
宝
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
杉
山 

京
子
　
27
回
生
　
監
事
）

　
私
は
2
0
1
9
年
か
ら
監
事
を
お
引
き
受
け
し
て
い
ま
す
。
当
初

は
、
1
年
の
最
後
に
作
成
さ
れ
る
決
算
書
に
判
を
押
す
だ
け
で
い
い
と

い
う
安
易
な
気
持
ち
で
お
り
ま
し
た
し
、
何
か
問
題
が
起
き
る
な
ど
想

像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
引
受
け
て
間
も
な
く
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
思
い
出
の
ほ
と
ん
ど
が
、
会
を
閉
じ
る
た
め

の
路
線
を
走
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
時
代
の
変
化
、
人
の
考
え

方
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
夜
遅
く
ま

で
真
剣
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
な
ぜ
私
が
こ
ん
な
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ

な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
、恨
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

卒
業
し
て
45
年
、
今
ま
で
無
関
心
だ
っ
た
私
が
70
年
に
及
ぶ
会
の
歴
史

の
1
ペ
ー
ジ
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
、
得
難
い
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
し
、
ま
さ
し
く
生
涯
学
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
5
年
間
と

い
う
短
い
間
で
し
た
が
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
吉
賀 

眞
理
子
　
30
回
生
　
監
事
）

　
葦
81
号
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
願
い
」
が
目
に
止
ま
り
、
退
職

を
機
に
2
0
2
3
年
度
に
お
手
伝
い
で
参
加
し
ま
し
た
。
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
会
の
運
営
や
諸
先
輩
の
ご
苦
労
を
、
初
め
て
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
が
何
か
で
き
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
70
年
の
歴
史
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
素
晴
ら
し
い
先
輩
方

と
の
交
流
が
で
き
た
の
は
と
て
も
幸
せ
な
時
間
で
し
た
。
散
会
の
つ

ど
い
で
は
、
高
校
3
年
時
の
私
に
学
科
説
明
会
で
「
ぜ
ひ
教
育
学
科

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
牧
野
先
生
に
お
会

い
で
き
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
卒
業
後
は
幼
児
教
育
に
20
余
年

従
事
し
て
参
り
ま
し
た
。
教
え
子
の
誰
か
が
教
育
学
科
で
学
び
、
い

つ
の
日
か
教
育
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
夢
見
て

い
ま
す
。
そ
れ
も
学
縁
だ
と
思
い
な
が
ら
。

（
荻
野 

美
穂
子
　
50
回
生
　
理
事
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
最
後
の
葦
に
何
を
書
き
、
こ
の
2
年
の
出
来
事
を
ど
の
よ
う
に
会

員
の
皆
様
に
お
伝
え
す
べ
き
か
、
こ
こ
数
日
悩
み
抜
き
ま
し
た
。
私

が
教
育
学
科
の
会
の
理
事
会
入
り
を
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
2
年
前

で
し
た
。
入
っ
た
直
後
の
何
も
分
か
ら
な
い
時
に
、
考
え
て
も
い
な

か
っ
た
出
来
事
が
次
々
と
目
の
前
で
起
こ
り
、
誰
か
が
対
処
し
な
け

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
必
死
に
片
づ
け
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か

副
会
長
に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
2
年
が
過
ぎ
て
い
た
と
い
う
の
が

実
感
で
す
。
辛
い
こ
と
、
悔
し
い
こ
と
、
も
ど
か
し
い
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
素
晴
ら
し
い
教
育
学
科
の
先
輩
や
後
輩

に
出
会
い
、
心
に
し
み
る
関
わ
り
が
沢
山
で
き
た
こ
と
が
、
何
よ
り

の
幸
せ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
2
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
教
育
学
科
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。（櫻

井 

慶
子
　
29
回
生
　
副
会
長
）
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